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研究成果の概要（和文）：本領域は、植物がもつ永続的かつ旺盛な生命力に幹細胞の視点から迫るべく、植物幹
細胞の増殖性や多能性の理解を目指して研究を進めた。領域内の有機的連携を図ることを目的として、領域外の
動物研究者も巻き込んだ活動など、領域研究の活性化に繋がる種々の取り組みを行った。また、その成果を国内
外に発信するために、国際シンポジウムやホームページ、ニュースレターを活用した広報活動を行った。

研究成果の概要（英文）：Our project aimed to understand the characteristics of plant stem cells, 
which support plant longevity and vitality, especially by focusing on their proliferative activity 
and pluripotency. To activate organic cooperation between research groups, we supported various 
activities including those involving animal scientists, thereby promoting collaborations. Besides, 
we conducted public relations activities to disseminate our research progress to Japan and abroad 
through international symposiums and via the homepage and newsletters.

研究分野： 植物分子生物学

キーワード： 幹細胞　多能性　植物

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
国内の学会シンポジウム・ワークショップの企画、及び領域主催の国際シンポジウムの開催を通じて、領域研究
の成果を国内外の研究者に広く発信できた。また、幹細胞研究会などを通じて動物研究者と交流する機会が増
え、約70名の動物研究者との繋がりができた。これは今後発生生物学分野を開拓していく際に重要な基盤になる
と考えられる。さらに、若手研究者の海外相互派遣や様々なアウトリーチ活動を通じて、次世代の研究者育成に
も貢献できた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
新学術領域研究「植物の生命力を支える多能性幹細胞の基盤原理」は、植物がもつ永続的かつ旺
盛な生命力に幹細胞の視点から迫るべく、植物幹細胞の増殖性や多能性の理解を目指して研究
を開始した。植物幹細胞の特性を決める上で、幹細胞そのものの挙動だけでなく、組織レベルの
制御や細胞間コミュニケーションを介した位置情報も極めて重要である。また、リプログラミン
グや細胞分化にはクロマチンレベルの制御も不可欠である。本領域ではこのような様々なレベ
ルの未解決課題に果敢にアプローチすることにより、植物の生命力の源を理解する新学理の構
築を目指した。 
 
２．研究の目的 
領域研究を効率よく推進するためには、領域メンバーが研究進捗や実験技術情報を常にシェア
し、自由に意見交換する場を提供することが重要である。また、異分野の研究者がアイデアを出
し合い、新たな共同研究を立ち上げる環境を整えることも重要である。特に、本領域は植物と動
物の幹細胞を対比させてその共通性・相違点を理解することを一つの柱としているので、そのた
めの仕掛けが必要である。そこで、領域内の有機的連携を図ることを目的として、領域外の動物
研究者も巻き込んだ活動など、領域研究の活性化に繋がる種々の取り組みを行った。また、その
成果を国内外に発信するための様々な支援を行うことも目的とした。 
 
３．研究の方法 
８名の計画研究代表者及び２名の計画研究分担者が総括班を構成し、様々な活動を分担して進
めた。また、総括班に設置した植物幹細胞解析センター(PSAC)において、蓑田が１細胞解析を、
豊岡がイメージング解析を担当し、領域メンバーの技術支援及び共同研究を実施した。 
 
４．研究成果 
(1) 領域会議及び総括班会議 
領域メンバーが研究計画や成果を発表し、個々の研究成果の把握や新たな共同研究の発掘を行
う目的で、毎年 3 月に領域会議を開催した。公募班が加わった 2 年度目と 4 年度目は春にも領
域会議を開催し、全メンバーが研究計画を発表し共有することにより、新たな参画メンバーが領
域研究の方向性を理解して、共同研究を直ちに開始できる機会を提供した。また、領域会議の折
には総括班会議を開催し、評価・助言委員や学術調査官も交えて、領域研究の成果や今後の進め
方、PSAC の運営等について議論した。 
 
(2) 若手の会 
毎年秋に若手の会を開催し、発表・討論を通じて異なる研究グループに属する若手研究者（学部・
大学院生、研究員、助教）が交流し、分野外の人とも意見交換できる場を提供した。また、海外
留学を含むキャリア形成に関すること、PI の経験談などを直接若手に語りかける機会も設け、
次世代を担う若手研究者の意識改革を支援した。最終年度はコロナ渦の影響で若手の交流の機
会が減ったため、オンラインで定期的に集まれる場を提供した結果、最終的には若手研究者が自
主的に集まり意見交換を行うようになった。これらの活動は、領域研究終了後も若手どうしの繋
がりを保つ上で重要なものである。 
 
(3) 幹細胞研究会 
毎年秋に、動植物分野からそれぞれ同数の講演者を出して幹細胞研究に関連した発表・質疑を行
う幹細胞研究会を開催した。その中での議論を通して、多能性や幹細胞ニッチ等の言葉の概念が
異なるなど、動植物分野で様々な認識の違いが炙り出されたが、同時に概念的な共通点・相違点
を抽出することができ、植物幹細胞の特性を解明する領域研究の方向性を見極める上で、非常に
有意義な研究会となった。植物分野から動物分野へと人的ネットワークを拡げることができ、今
後発生生物学分野を開拓する上で核となる基盤を形成することができた。 
 
(4) 学会シンポジウム・ワークショップの開催 
総括班が中心となり、計画的に領域共催の学会シンポジウム・ワークショップを開催した。具体
的には、日本分子生物学会、日本植物生理学会、日本植物学会などである。中には動植物分野を
混合したシンポジウム・ワークショップもあった。また、若手研究者のキャリアアップを図る目
的も兼ねて、若手研究者がオーガナイザーを務めたものもあった。領域が終了する令和 3年度末
には、日本植物生理学会年会のシンポジウムにおいてほぼすべての計画班メンバーが研究発表
を行い、領域外の植物研究者に対して領域研究の成果をわかりやすく説明した。 
 
(5) 植物幹細胞解析センター(PSAC)の活動 
1 細胞解析を担当する蓑田は、領域内の共同研究者とサンプル調製も含む技術支援を行うととも
に、ミーティングや技術講習会などを通して技術情報の積極的な共有を図った。イメージング解



析を担当する豊岡は、技術講習会などでの技術支援とともに、個々の計画・公募班との共同研究
を活発に行い、多くの論文発表に繋げた。PSAC を中心とした 1 細胞解析は、国内の植物分野で
初の技術基盤を築いたという点で大きな貢献となった。またイメージング解析は、幹細胞とその
周辺細胞の形態学的特徴を捉える上で重要な情報を提供することになった。令和 4 年度にその
情報をまとめた電顕アトラスの一般公開を計画している。 
 
(6) グループミーティング、サイトビジットの実施 
複数の研究グループどうしで行うグループミーティングを総括班主導で開催した。グループミ
ーティングには PI だけでなく、若手研究者や関連する研究者にも参加してもらい、個々の研究
の推進を図るだけでなく、新たな共同研究の発掘も行った。また、計画班は動物分野のパートナ
ー研究者が参加するグループミーティングも開催し、動植物の対比から植物幹細胞の理解を深
めた。一方、領域代表者が個々の研究グループを訪問して議論するサイトビジットも総括班主導
で実施した。5年間の領域研究の中で、計画班は 2回、公募班は前半・後半 1回ずつのサイトビ
ジットを行い、時間をかけた議論の中で具体的なアドバイスや意見交換を行った。 
 
(7) 国際シンポジウムの開催 
第 1 回国際シンポジウムは、2019 年 5 月に東北大で開催した。動植物混合で、プレナリートー
ク 3題、口頭発表 35題、ポスター発表 48題であった。154 名の参加者に恵まれ、活発な意見交
換が行われた。第 2 回国際シンポジウムは、2021 年 4 月にオンラインで開催した。こちらも動
植物混合で、招待講演 19 題（うち海外から 17 題）、若手口頭発表 14 題であった。参加者は 14
ヶ国から 293 名に上り、オンラインの利点を活かした名実ともに国際的なシンポジウムとなっ
た。どちらの国際シンポジウムも動植物の幹細胞システムを比較対比する上で有意義な機会と
なり、領域研究の成果を国際的に発信する上でも役立った。 
 
(8) 若手研究者の海外相互派遣 
総括班が主導して、領域内の研究グループの若手研究者を海外の共同研究先に派遣した。また、
米国ウッズホールの海洋生物学研究所ではレンタルラボを行い、米国側の共同研究者と実験室
をシェアして共同研究を実施した。また、日本に海外の若手研究者を招き、共同研究を実施する
ケースもあった。これらの活動は日本の若手研究者の国際化に役立つとともに、国際共同研究の
活性化にも貢献した。残念ながらコロナ感染が拡がってから海外相互派遣はほぼ停止してしま
ったが、領域前半で培った国際連携は後半の領域研究の推進力となった。 
 
(9) アウトリーチ活動 
アウトリーチ活動は、小・中・高校での模擬（出前）授業、科学体験イベント、高校生のラボス
テイ、大学でのオープンキャンパス、インターンシップ、社会人向けの公開講座、サイエンスカ
フェなど、様々な形で行った。多くの計画・公募班がアウトリーチ活動に関わり、総括班でその
情報を収集することにより、領域研究の成果を一般の国民にわかりやすく伝えること、また次世
代の科学研究を担う中高生を育てることといった目標達成に向けて計画的に取り組んだ。科学
雑誌や特別展「植物」などの制作にも協力した。 
 
(10) ホームページの作成と公開 
領域ホームページを作成し、一般に公開した。領域で行われている研究内容を紹介する他、主な
研究成果や様々な領域活動の報告を行った。英語バージョンも作成し、本領域研究の国際的な発
信の場として有効活用した。また、ホームページ上ですべての領域メンバーの論文発表情報をリ
ストアップし、それを随時更新することにより、関連研究者が最新の研究成果をタイムリーに認
知できるように工夫した。これは、領域内で各班の研究進捗を把握する上でも大いに役立ち、共
同研究の活性化に繋がった。 
 
(11) ニュースレターの発行 
ニュースレターは毎年 3 月に発行した。また、中間評価があった 2019 年は 10 月に特集号を発
行した。領域研究の成果を論文情報として発信するだけでなく、各グループで取り組んでいる研
究内容を図や写真を使いわかりやすく解説するなどして、領域研究への認知度が高まるような
工夫を施した。ニュースレターは関連する動植物研究者に冊子を送付するとともに、領域ホーム
ページ上でも PDF 版を公開し、誰でも自由に閲覧できるようにした。令和 4年度にニュースレタ
ーの総集編を発行し、5年間の領域研究の成果をまとめて発信する予定である。 
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